
                 

Ａ．システムの提案 
・主暖房であるエアコンの熱を開口やファンを用い

て隣室に供給し、不足する熱を電気ヒータで補う
「コンパクト電気暖房システム」(以下、「本シス
テム」と記す｡)を提案しました (図2)｡ 

・北海道の住宅の省エネルギー化のためには、暖房
エネルギーの削減が必要です。なかでもオール電
化住宅は、機器効率により暖房の一次エネルギー
消費量が大きく異なります。 

・高効率なエアコンは、初期費用抑制のため設置台
数を少なくすると、暖まらない部屋が生じること
が課題です。一方、電気ヒータ（パネルヒータや
蓄熱暖房器）は、機器効率は低いものの、配管等
の施工手間が少なく分散配置が容易なため、補助
暖房として利用しやすい機器です。 

・本研究では、戸建住宅を対象に、主暖房のエアコ
ンと補助暖房の電気ヒータ等からなる、一次エネ
ルギーと温熱環境等に配慮した暖房システムと、
その設計手法の提案を目的とします。(図1） 

 本研究の成果は、新築・既築のオール電化住宅に活用でき、セミナーや資料配布などを通じて道内等の
住宅事業者に情報提供されます。 

平成28～29年度 一般共同研究 

住宅向けコンパクト電気暖房システムの開発 

背景と目的 

成   果 

成果の活用 

                 

図２ コンパクト電気暖房システムの概要 

２．設計手法の提案 
  ・住宅プラン等に応じた設計フローの検討 
  ・設計に用いる簡便なツールや計算方法等の検討 

３．暖房エネルギーの試算と温熱環境等の検証 
図1 研究フロー 

１．システムの提案 
  ・コンパクト電気暖房システムの構成等の検討 

図３ 設計フロー 

B．設計手法の提案 
・住宅プラン等に応じた本システムの設計を行うた

めの、設計フローを作成しました（図3）。 
・簡便な設計ツールとして、暖房負荷等の計算を行

う『部屋毎の熱計算シート』、開口の面積を設計
するための『開口の面積設計チャート』（図4）
等を作成しました。 

・温熱環境に配慮するための『機器等の設置方法の
指針』を作成しました。 

C．暖房エネルギーの試算と温熱環境等の検証 
・本システムの一次エネルギー消費量を試算した結

果、各室エアコンよりは増加するものの、電気
ヒータのみで暖房する場合と比べると大幅に減少
することがわかりました。 

・実験と数値解析により、電気ヒータや開口等を適
切に配置した部屋では気流感や上下温度むらを抑
えた温熱環境を形成できることを確認しました。 

②エアコンを主暖房とし、 
LDKに設置 
 （一次エネルギー抑制 
  のため） 

LDK 

ファン 
壁面開口 

床下暖房 

③エアコンの
熱を空気循環
により隣室等
に供給 

①省エネ基準レベル 
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図４ 『開口の面積設計チャート』（壁面開口の場合） 
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・部屋毎の暖房負荷計算 
 → 『部屋毎の熱計算シート』 

・電気ヒータ設置室、エアコン・電気ヒータ容量を決定 
 → 『部屋毎の熱計算シート』 

  
  

Step 
A 

・機器等の設置位置等を決定 
→ 『機器等の設置方法の指針』 

設置しない 

設置する 

Step 
D NO 

・部屋毎の開口の種類の選択と面積設計 
 → 『開口の面積設計チャート』 
   または『開口の面積計算シート』 

Step 
C 

  

・部屋毎のファンの風量設計 
 → 『部屋毎の熱計算シート』 

Step 
B 

ファン 

開口 
設置しない 

設置する 

暖房期全体の 
エネルギー性能の確認 

温熱環境に配慮した 
機器等の設置方法の検討 

・暖房負荷を計算 
・一次エネルギー消費量を計算 
 →『暖房負荷と一次エネルギー 
   の計算方法』 

最大負荷に着目した機器容量等の設計 

エアコン 
 設置室 

隣室 

・暖房期全体のエネルギー性能確認のための『暖房 
 負荷と一次エネルギーの計算方法』を示しました。 
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